
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本資料は、ミシガン大学社会調査研究所（Institute for Social research, University of 

Michigan ）が、米国の中等学校生徒を対象とした薬物使用とその関連要因に関する毎年の

全国調査 Monitoring the Future 参加者の一部を中等学校卒業後 65 歳まで長期追跡した  

調査研究の年次報告  Monitoring the Future Panel Study Annual Report 2024 を日本語に 

翻訳したものである。 

前ページの記載にしたがって、非営利目的で勝野＊ の責任で翻訳した。翻訳は原典に忠

実に行った。 

    ＊勝野眞吾 JYHL 理事長 

 （岐阜薬科大学・兵庫教育大学名誉教授） 

 

   

 

           （注）表の細部、注釈および参考文献の表記は英文のままである。 
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